
，

久
留
島
浩
・
高
木
博
志
・
高
橋
一
樹
編

『
文
人
世
界
の
光
芒
と
古
都
奈
良

i
大
和
の
生
き
字
引
・
水
木
要
太
郎
』

　
本
書
は
、
明
治
二
〇
年
代
か
ら
昭
和
一
〇
年
代

ま
で
奈
良
県
内
の
教
員
を
歴
任
し
、
大
和
地
方
の

「
文
化
偏
に
か
か
わ
る
も
の
を
幅
広
く
収
集
し
た

水
木
要
太
郎
（
一
八
六
五
～
～
九
三
八
）
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
（
水
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
を
主
な
対
象

と
し
た
研
究
論
文
集
で
あ
り
、
水
木
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
主
た
る
所
蔵
館
で
あ
る
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
で
な
さ
れ
た
共
同
研
究
の
成
果
が
ま
と
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
構
成
と
し
て
は
、
「
総
論
偏
で

本
書
の
テ
ー
マ
や
各
論
の
内
容
が
紹
介
さ
れ
た
後
、

第
一
部
「
近
代
奈
良
と
水
木
要
太
郎
」
に
六
本
、

第
二
部
「
文
人
世
界
と
コ
レ
ク
タ
ー
」
に
三
本
、

第
三
部
「
水
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
六
本
の
計
十

五
本
の
論
考
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
、

「
学
際
的
な
共
同
研
究
の
成
果
」
（
三
頁
）
と
い

う
だ
け
あ
り
、
内
容
は
多
岐
に
冨
ん
で
お
り
、

個
々
の
指
摘
に
も
傾
聴
す
べ
き
点
が
多
い
。
紙
幅

の
都
合
上
、
各
論
考
を
具
体
的
に
紹
介
す
る
だ
け

の
余
裕
は
な
い
が
、
全
体
を
通
じ
た
本
書
の
特
色

と
し
て
、
評
者
の
感
じ
た
点
を
三
点
ば
か
り
、
挙

げ
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
、
一
点
目
は
、
「
学
際
的
な
共
同
研
究
の

成
果
」
（
三
頁
）
と
い
う
編
者
ら
の
巻
葉
に
集
約

さ
れ
て
い
る
。
「
学
際
的
」
と
い
う
答
葉
は
巷
に

あ
ふ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
実
と
し
て
は
寄
せ
集

め
の
論
集
で
あ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
中
に
あ
っ

て
、
本
書
は
、
水
木
要
太
郎
な
い
し
水
木
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
い
う
確
固
た
る
核
を
も
と
に
し
た
共
同

研
究
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
水
木
要
太
郎
、
水
木

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
何
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
か
、

と
い
う
各
分
野
、
各
研
究
者
の
ス
タ
ン
ス
が
、
と

き
に
は
緊
張
感
を
持
っ
て
随
所
に
表
現
さ
れ
て
い

る
。　
た
と
え
ば
、
近
世
の
和
歌
文
化
に
関
す
る
研
究

と
、
近
代
の
修
学
旅
行
を
題
材
と
し
た
学
知
を
め

ぐ
る
研
究
が
一
書
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
普
通

な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
幅
広
さ
こ
そ
、

水
木
要
太
郎
と
い
う
人
、
そ
し
て
水
木
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
で
あ
る
の
で
あ
り
、
本
書
の
全
体
を
通
じ
て
、

そ
の
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
本
書
の
広
が
り
が
水
木
要
太
郎
、
水

木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
す
べ
て
を
覆
う
わ
け
で
は
な

い
。
実
際
、
巻
末
の
研
究
会
活
動
の
軌
跡
に
は
、

本
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
研
究
報
告
も
非
常
に

多
い
。
ま
た
、
論
考
の
中
に
は
、
水
木
か
ら
出
発

し
て
い
る
も
の
の
、
最
終
的
に
は
水
木
の
枠
に
お

さ
ま
り
き
ら
な
い
問
題
群
を
扱
う
も
の
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
射
程
の
広
が
り
方
も
、
「
学
際
的
な

共
同
研
究
」
が
、
実
質
的
な
意
味
で
、
成
功
し
た

か
ら
こ
そ
な
の
だ
ろ
う
。

　
こ
の
「
広
が
り
」
に
も
関
連
す
る
が
、
二
点
召

と
し
て
、
本
書
は
水
木
を
深
く
追
究
す
る
と
い
う

論
考
と
同
時
に
、
水
木
を
相
対
化
す
る
視
点
を
色

濃
く
も
つ
論
考
が
多
い
点
が
あ
る
。
端
的
な
の
は
、

崎
山
卯
左
衛
門
や
保
井
芳
太
郎
、
高
田
十
郎
、
山

田
孝
雄
、
戸
川
残
花
、
山
本
不
二
男
と
い
っ
た
、

い
ろ
い
ろ
な
点
で
水
木
と
重
な
り
つ
つ
も
、
異
な

る
動
き
を
し
た
人
物
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
人
物
を
通
し
て
水
木
が
照

射
さ
れ
、
さ
ら
に
近
代
も
し
く
は
奈
良
と
い
っ
た

問
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
「
水
木
要
太
郎
扁
と

い
う
名
前
が
本
書
の
副
題
に
充
て
ら
れ
、
主
題
に

は
「
文
人
世
界
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
る
の
も
、

本
書
は
決
し
て
水
木
論
で
は
な
い
と
い
う
意
思
の

表
れ
と
、
勝
手
な
が
ら
憶
測
し
て
お
き
た
い
。

　
三
点
目
は
、
近
代
奈
良
へ
の
ま
な
ざ
し
で
あ
る
。

近
代
に
お
い
て
「
古
都
奈
良
」
と
い
う
位
置
づ
け

を
ど
の
よ
う
に
確
立
、
規
定
、
表
現
し
よ
う
と
し

た
か
。
本
書
を
通
じ
て
、
水
木
の
営
為
と
地
域
ア
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介紹

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
と
の
関
連
が
示
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
に
は
水
木
の
活
動
し
た
時
期
も
大
い
に

か
か
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
前
後
の
人
物
が
交
互
に

登
場
す
る
こ
と
で
、
特
微
が
よ
り
鮮
明
と
な
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
本
書
で
は
中
央
で
あ
る
東
京

（
や
京
都
）
と
地
方
で
あ
る
奈
良
、
と
い
う
「
中

央
－
地
方
」
図
式
が
多
用
さ
れ
、
そ
の
中
で
「
古

都
奈
良
」
の
醸
成
が
論
じ
ら
れ
る
。
他
の
地
域
の

議
論
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
奈
良
の
個
性
が
「
中

央
」
と
の
対
比
で
し
か
表
現
で
き
て
い
な
い

（「

?
央
」
に
つ
い
て
の
議
論
も
わ
ず
か
で
あ

る
）
た
め
に
、
こ
の
構
図
の
妥
当
性
は
判
断
し
か

ね
る
が
、
一
書
を
貫
く
構
図
が
明
確
で
あ
る
と
い

う
点
に
お
い
て
、
非
常
に
有
効
に
機
能
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

　
再
度
述
べ
る
な
ら
ば
、
本
書
は
水
木
要
太
郎
、

そ
し
て
水
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
核
、
そ
し
て
出
発

点
と
し
た
「
学
際
的
な
共
同
研
究
の
成
果
」
で
あ

る
。
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
『
収
集
家

一
〇
〇
年
の
軌
跡
』
（
一
九
九
八
年
、
歴
博
企
画

展
図
録
）
や
『
水
木
家
資
料
屋
録
』
（
二
〇
〇
三

年
）
を
参
照
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
て
お
り
、
本

書
で
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、

指
示
に
従
え
ば
済
む
話
で
あ
る
が
、
本
書
で
水
木

を
知
る
読
者
も
い
る
と
思
う
と
、
も
う
少
し
解
説

が
あ
っ
た
方
が
よ
い
か
と
も
思
う
。
そ
の
よ
う
な

些
細
な
「
な
い
も
の
ね
だ
り
」
を
付
し
て
、
稿
を

閉
じ
た
い
。

　
　
　
（
A
5
判
　
五
〇
四
頁
　
二
〇
〇
九
年
一
〇
月

　
　
　
　
　
　
　
　
思
文
閣
出
版
　
八
一
九
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
（
上
杉
和
央
　
京
都
府
立
大
学
准
教
授
）

受
　
贈
　
誌

（
二
〇
　
○
年
二
月
二
二
日
～

二
〇
一
〇
年
三
月
二
六
日
）

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
紀
要
（
鹿
児
島
大
学
法
文

　
営
ず
部
）
入
文
科
学
訟
醐
”
軍
船
ハ
九

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
紀
要
（
鹿
児
島
大
学
法
文

　
学
部
）
人
文
科
学
論
集
七
〇

人
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
六
～
1
六

経仙

戟
c
研
究
（
｝
橋
大
学
経
済
研
究
所
）
⊥
ハ
｝
…
｝

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
五
七
〇

奈
良
史
学
（
奈
良
大
学
史
学
会
）
二
七
（
丸
山
幸

　
彦
先
生
退
職
記
念
号
）

一
信
濃
（
一
信
濃
史
学
A
耳
）
山
ハ
ニ
ー
二

立
命
館
文
学
（
立
命
館
大
学
人
文
学
会
）
六
～
四

経
済
論
集
（
ソ
ウ
ル
大
学
校
経
済
研
究
所
）
四
八

　
－
四

史
　
と
美
術
（
史
　
美
術
同
公
会
）
八
〇
二

京
都
橘
大
学
研
究
紀
要
（
京
都
橘
大
学
）
三
六

中
国
女
性
史
研
究
（
中
国
女
性
史
研
究
会
）
｝
九

国
家
學
會
雑
誌
（
国
家
学
会
事
務
所
）
｝
二
三
…

　
一
・
二

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
編
集
）
七
四
二

日
本
民
俗
学
（
日
本
民
俗
学
会
）
二
五
九
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